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第５章　天地創造　
　　　　創世記-1-

  聖書は「天地創造」の物語から始まる。
ミケランジェロは「天地創造」を右絵のよ
うに描いている。彼は人が神と出会う瞬間
をとらえ、新しい時の始まりを喜ばしく描
いている。ハイドン作曲の「天地創造」の一節も聞いてもらいたい。ま

かんしょう

た、「疾風のアラビア」(DVD)を鑑賞し、聖書が生まれた風土に触れよう
と思う。

キーワード
1.創造された大地　時、場、関係
2. 破壊された大地　失われた楽園、ノアの箱舟、バベルの塔
3.残された大地　　

Ⅰ　創造された大地
１日目
初めに、神は天地を創造された。
地は混沌であって、闇が深淵の面にあり、神の霊が水の面を動いていた。
神は言われた。「光あれ。」こうして、光があった。
光を昼と呼び、闇を夜と呼ばれた。夕べがあり、朝があった。
神は言われた。「天の大空に光る物があって、昼と夜を分け、
季節のしるし、日や年のしるしとなれ。（創世記1:1.以下「創世記」を省いた
章句を示す）

時間の創造
つかさど つかさど

　太陽は昼を司り、月は夜を司る。光の創造は、人に時の限りを知ら
せる。そして限りある時をよく生きよと呼びかける。太陽も月も、人
に時を知らせる役割を与えられ「時のしるし」となる。人は時を持つ
ことはできない。時のあいだをいかに生きるかと問われるのである。

「天地創造」ミケランジェロ
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ここに時の限りを知る人間が創造される。
２日目
神は言われた。「水の中に大空あれ。水と水を分けよ。」
神は大空を造り、大空の下と大空の上に水を分けさせられた。そのようになっ
た。神は大空を天と呼ばれた。夕べがあり、朝があった。第２の日である。
３日目
神は言われた。「天の下の水は一つ所に集まれ。乾いた所が現れよ。」そのよう
になった。神は乾いた所を地と呼び、水の集まった所を海と呼ばれた。
・・・第３の日である。(1:6-13)

　２日目は大空の創造である。３日目は大地の創造である。高い山の
山頂近くで魚や貝などの化石が発見されることがある。それらは大地

りゅうき こんせき

や山が海の中から隆起してあらわれた痕跡を示している。
　４日目
神は言われた。「天の大空に光る物があって、昼と夜を分け、季節のしるし、
日や年のしるしとなれ。・・・神はこれを見て、良しとされた。夕べがあり、
朝があった。第４の日である。(1:14-19)

わくせい

４日目は、季節や年を知らせる天体の星や惑星の創造である。
５日目
神は言われた。「生き物が水の中に群がれ。鳥は地の上、天の大空の面を飛
べ。」・・・神はこれを見て、良しとされた。神はそれらのものを祝福して言わ
れた。「産めよ、増えよ、海の水に満ちよ。鳥は地の上に増えよ。」夕べがあり、
朝があった。第五の日である。(1:20-23)
６日目
神は言われた。「地は、それぞれの生き物を産み出せ。家畜、這うもの、地の
獣 をそれぞれに産み出せ。」そのようになった。
・・・神はこれを見て、良しとされた。(1:24-25)

５日目と６日目は動物の創造である。
神は言われた。「我々にかたどり、我々に似せて、人を造ろ

は

う。そして海の魚、空の鳥、家畜、地の獣、地を這うもの
すべてを支配させよう。」
神は御自分にかたどって人を創造された。
神にかたどって創造された。男と女に創造された。(1:26-31) アダムとイブの創造

デューラー
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　人は神にかたどって創造された。目には見えない神に「かたどって」
とはどういう意味だろうか？英語では「image of God（神のイメージ）」

にぞう

とされ、ラテン語でも同じように「imago Dei（神の似像）」に造られた
と訳されている。わたしたちは神の内的な「かたち」、すなわち意志や
心情などにおいて神に似せて造られたと理解しよう。パスカルは「心
情の神」（パンセ）と言ったが、神の見えない心情の働きを重視してい
る。神は「エジプトにいるわたしの民の苦しみをつぶさに見、追い使
う者のゆえに叫ぶ彼らの叫び声を聞き、その痛みを知った。」（出エジ
プト記3:7斜字は筆者による）とあるように、神の内的な「かたち」に
おいて、人は神に似たものとして造られた。神が見、聞き、知るよう
に、人も見、聞き、知って愛の働きへと向かわなければならない。

　第７の日に、神は御自分の仕事を完成され、第７の日に、神は御自分の仕事
を離れ、安息なさった。（2:2）

　最後に７日目は休みの日である。安息日、すなわち日曜日の起源が
語られる。

　天地創造の７日間は次のように表示される。
------------------------------
　第１日：時間－昼と夜
　第２日：空間－空、天と地
　第３日：生物－植物
　第４日：天体－太陽、月、星
　第５日：動物－鳥、魚
　第６日：人間－神にかたどって　　　
　第７日：安息日
------------------------------
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人間の創造

主なる神は、土（アダマ）の塵で人（アダム）を形づくり、その鼻に命の息を
吹き入れられた。人はこうして生きる者となった。（2:7）

　

　土をこねてかたちづくられた人は、その鼻に命の息を吹き入れられ
て、生きる者となった。生まれたばかりの子がはじめて呼吸をする瞬
間は忘れがたい経験となる。また亡くなる人が息を引き取る最後の瞬
間を人は記憶にとどめるだろう。そこで、命の息は人の所有ではなく、

たまもの

生きる限り与えられる神からの賜物であること
を実感する。
　土に埋められて土と等しくなる人が、肉体を」

ちり

土の塵にすぎないと思うのは自然の心情であろ
う。そこから、人は土に等しいと思うのもうな
づける。人は、命の息を吹き入れられて生きた
者となり、神に似た心情をもち、意志、感情、
知性を持ってよく生きることを求めなければな
らない。ここに示された人間理解を右のように
図示することができる。              　 　　　
  命の息は人の肉体と精神に働きかける。
そこで人は①精神②肉体③(肉体と精神からな
る)からだというように三つから構成されてい

さんぶんぽう

る。聖書はこの三分法理解をとる。
これに対して、一般には人①精神と②肉体から
なるとする二分法理解によって論じられている。

Ⅱ　破壊された大地　　　
　　 1.楽園喪失

主なる神は、東の方のエデンに園を設け、自ら形づくった人をそこに置かれ
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た。・・・また園の中央には、命の木と善悪の知識の木を生えいでさせられた。
(創世記2:8.9)

　エデンとは楽しみの園、すなわち「楽園」をさす。人は何不自由な
く暮らせる環境にいた。ところが、神は園の中央に「命の木」と「善

おきて

悪を知る木」とを生えさせ、守らなければならない掟を定めた。どの
木からも取って食べてよいが、「善悪の知識の木からは、決して食べて
はならない。食べると必ず死んでしまう。」(2:17)という掟を。

へび

　ところが女・イブは蛇の誘惑に負け、夫アダムは妻に誘われて木の
実を食べてしまった。人は自分の行為によって、してはならないこと
をする自己を認識するのである。また、人が人と共に生きるためには
守らなければならない約束事が必要である。けれども共に生きるため
の神との約束を破り、人は楽園を失った。また失われた楽園は人類が
立ち返るべき理想を指し示している。するとその後の歴史は楽園回復
運動と見ることができる。

カインとアベル　－最初の兄弟殺し－
　さて、アダムは妻エバを知った。彼女は身ごもってカインを産み、「わたし
は主によって男子を得た」と言った。 彼女はまたその弟アベルを産んだ。アベ
ルは羊を飼う者となり、カインは土を耕す者となった。（創世記4：1.2）

そな

　２人はそれぞれ自分の収穫したものを神に供えた。ところが、主に
そなえ

供えた献げものをめぐって争いがおこり、初めての殺人事件に発展し
かえり

た。神は兄カインの供え物を拒否し、弟アベルの供え物を顧みた。
　カインは神に対して「顔を伏せた」。そのとき、神は言った。

　「どうして怒るのか。どうして顔を伏せるのか。もしお前が正しいのなら、顔
を上げられるはずではないか。正しくないなら、罪は戸口で待ち伏せており、
お前を求める。お前はそれを支配せねばならない。」(創世記4:6,7)。

こば

　だがカインは自分の供え物が拒まれた事を怒り、弟を殺してしまう。
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ここでカインは２つのあやまちを犯している。神はなぜ自分の供え物
かえり

を顧みなかったのか、カインは神に聞くべきである。しかし彼は「顔
を伏せた」。これが第１の過ちである。第２のあやまちは、神に対する

てんか

不満を弟に転嫁した事である。

共に生きる道－神と共に
こば

　神はカインの供え物を拒んだ。なぜですかと神に問わなければ答え
はこない。顔をあげて自分の神に向き合うことから話がはじまり、道
が開かれるのではなかろうか。神の言葉を聞くことによって、カイン
は神の心を知り、自分を知る。道はそこから開かれる。神と共に生き
る命の道である。しかし、カインは「顔を伏せ」この道をはずれてし
まった。これが第１の過ちと言えよう。
共に生きる道－人と共に

てんか ねた

　第２のあやまちは、その不満を弟に転嫁したことである。弟を妬ん
で殺してしまったカインは、「人と共に生きる道」を閉ざしてしまっ
た。カインの自己中心的な、また自己絶対化の態度は、カイン個人の

あめ

罪であるが、それはどこをとっても同じ模様が出てくる金太郎飴のよ
うに、すべての人にインプットされた原罪（original sin）として語られ

まつえい

ている。人はみな「カインの末裔」と言われるようになった。

Ⅱ　破壊された大地　　
    2.ノアの箱舟

主は、地上に人の悪が増し、常に悪いことば
かりを心に思い計っているのを御覧になって、
地上に人を造ったことを後悔し、心を痛められた。
主は言われた。「わたしは人を創造したが、これを地上からぬぐい去ろう。人

は

だけでなく、家畜も這うものも空の鳥も。わたしはこれらを造ったことを後悔
する。」しかし、ノアは主の好意を得た。(創世記6:5-8)

　

ノアの箱舟
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ちょうしょう

ノアの正しさは、箱舟を造れと設計図を示されたとき、人々の嘲笑に
も関わらず、山に入り箱舟を造った行為のなかに証しされている。

あなたはゴフェルの木の箱舟を造りなさい。箱舟には小部屋を幾つも造り、内
側にも外側にもタールを塗りなさい。次のようにしてそれを造りなさい。箱舟
の長さを300アンマ、幅を50アンマ、高さを30アンマにし、箱舟に明かり取
りを造り、上から1アンマにして、それを仕上げなさい。箱舟の側面には戸口
を造りなさい。また、１階と２階と３階を造りなさい。・・・ノアはすべて神
の命じられた通りに果たした。(創世記6:14-22)

おす めす

　箱舟が完成したとき、ノアは雄と雌の生き物を箱舟に入れ、最後に
ノアとその家族が入った。ノアのように神の言葉に聞き、神の創造の
秩序に従う者は「正しく、全き者」と賞賛される。新約聖書は、ノア
を信仰者の模範として次のように言っている。「ノアはまだ見ていない
事柄について神のお告げを受けたとき、恐れかしこみながら、自分の
家族を救うために箱舟を造り、その信仰によって世界を罪に定め、ま
た信仰に基づく義を受け継ぐ者となりました。」(ヘブライ11:7)

　40日40夜降り続いた雨は全ての生き物を地の表からぬぐいさった。

　ノアの生涯の第600年、第２の月の17日、この日、大いなる深淵の源がこと
ごとく裂け、天の窓が開かれた。(創世記7:11)
　また、深淵の源と天の窓が閉じられたので、天からの雨は降りやみ、水は地
上からひいて行った。150日の後には水が減って、(創世記8:3)

　古代の宇宙観は水の中で天幕に囲まれた空間があって、その中で水
に浮かぶ陸が考えられた。人の住む空間は、母胎の子どもがイメージ
されている。天幕が破れ、天の窓が開かれると上の水が降り注ぐ。天
の窓が閉じれば、雨はやむ。ノアの物語は古代の宇宙観によって語ら
れている。こうした宇宙観は、地球を中心とした天動説の時代をへて、
地動説へと変わり、さらに今は宇宙飛行士たちの体験を通して、新し
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い宇宙理解が求められている。
　ノアの時代の環境破壊は一地方の問題であった。しかし、石油の大
量消費から生じる二酸化炭素による地球の温暖化、また化学物質とそ
の廃棄物による、特に環境ホルモンが人体に及ぼす影響など、解決を
迫られている問題は地球規模となっている。地球の終末を思わせるこ
れらの環境問題はすべて、人が引き起こした罪過であり、神の忠告を

ごうまん

聞かなかった人間の自己中心と傲慢を示唆してはいないだろうか。人
類の滅亡を回避するためには、天地創造の目的にもう一度立ち返って
残された大地の貴重さを改めて知る必要がある。

　Ⅱ　破壊された大地　
     3.バベルの塔

　世界中は同じ言葉を使って、同じように
話していた。東の方から移動してきた人々は、
シンアルの地に平野を見つけ、そこに住み着
いた。（創世記11;1）

　全地は同じ言葉を使い、同じように話し、心が通い合っていた。幼
な子も老人も、動物たちも、家族的友愛の中で気持ちを通わすことが
できる。そのような同じ言葉を使っていた。ところが、東のほうから
来た人たちが、石のかわりにレンガ、しっくいのかわりにアスファル
トという新しい建築素材を開発し、巨大建築物を可能にした。新しい
時代の幕開けである。しかし、この知恵と技術が心の中にある尊大と
名誉欲に結びつき、巨大な塔を建てはじめた。

　「れんがを造り、それをよく焼こう」。こうして彼らは「石の代わりにれんが
を得、しつくいのかわりにアスファルトを用いた」。彼らは「さあ、天まで届
く塔のある町を建て、有名になろう。そして全地に散らされることのないよう
にしよう」と言った。（創世記11;3,4）

バベルの塔・
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　彼らは塔を天に届かせようとした。もっとも典型的なエテンアナキ
の塔は基が90メートル四方、７階建てで高さは90メートルあった。そ
いただき

の頂は「天の入り口」と考えられた。
　彼らが塔を建てようとした動機が２つある。その１は名声である。

ぼうきゃく

「有名になろう」。この裏には「忘却」に対する恐れがある。彼らは忘
却を恐れる故に、後世に残る記念碑を造ろうと考えた。
　塔を建てる第２の動機は「散在」への不安である。「全地の表に散る
のをまぬかれよう」。彼らは集合して散在の恐れを防ごうとした。その
頂が地平線からそびえ立つ塔である。人はそこに集まり、そこから出
ていく。塔は民族統一のシンボルと考えられた。しかし、そこには和
合と共存というより、統治者の自己神化による権力による統一しか見
られない。

我々は下っていって、直ちに彼らの言葉を混乱させ、互いの言葉が聞き分けら
れないようにしてしまおう。」主は、彼らをそこから全地に散らされたので、彼
らはこの町の建設をやめた。こういうわけで、この町の名はバベルと呼ばれ
た。（創世記11;7-8）

こうみょうしん

　知恵と技術が、支配者の権力意志や功名心と結びつくとき、その内
そつう

部は言葉の混乱を引き起こし、意志の疎通に悩む。この現実を生んだ
罪を認めよう。そのとき、克服の入り口に立つのである。同じ日本語
を使っていても、コミュニケーションがない家族がある。会話のない
夫婦が問題を抱えている。わたしたちの目は自己神化という罪の根源

す

を見据え、克服する努力を求められている。

Ⅲ　残された大地

　1990年、天皇即位のために来日したドイツの大統領ワイツゼッカー
は、朝日新聞の取材に答え、日本とドイツがパートナーとして、負わ
なければならない６つの国際的責務をつぎのように述べている。
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ドイツと日本の国際的な責務　
1,われわれは対外的に覇権を求めることはない。ドイツ統一によって国際的に
大きな責任を担っている。将来の世界秩序において欧州共同体(EC)と日本は重
要な役割を果たす事になるだろう。われわれが直面している問題は、環境問
題、人口過剰、経済的公正、難民の困窮、人権をめぐる紛争、地域紛争など全
地球的である。(以下略  朝日1990.11.10)

　ワイツゼッカーが指摘している  全地球的問題はどのように認識さ
れ、取り組まれてきただろうか？以下、シュヴァイツアーから、岩村
昇、中村哲医師につながる流れを見よう。
　A.シュヴァイツアー（1875-1965）は30歳のとき、医師の道を志し、
医学を学んだ。卒業すると、アフリカに渡り、ガボン共和国ランバレ
ネに診療所をつくり、生涯を黒人医療にささげた。シュヴァイツアー

いけい

がアフリカの密林の中から訴える「生命への畏敬」は一匹のハエの命
の尊重から核廃絶の訴えにおよび、世界の人たちの心を動かした。ま
た多くの日本人が現地を訪れ支援活動をおこなった。

キリスト

　1939年学生YMCAの中に「日本基督教青年会医科連盟」が発足し、中
国での医療、難民に対する奉仕活動を終戦までおこなった。戦後改め
て「日本キリスト者医科連盟」が結成され、さらにアジアにおける「海
外医療協力」を行ってきた。その中にシュヴァイツアーの影響を受け
た人たちがいた。
　岩村昇医師は、1962年からネパールに派遣され、レントゲンの医療
器具や薬などの近代医学をもって診療に当たった。12年に及ぶ奉仕活
動の中で、自分が病に倒れたとき、ネパールの青年に伝統的な方法で
助けてもらった。この経験を通して、自分は近代医学を過信し、伝統
的な予防医学を重んじなかったのではないかと自己批判的総括をした。
そして、ＰＨＤを提唱した。ＰＨＤとは「Peace（平和） Health（健康）、
Human Development（人づくり）の頭文字をとって名づけられた草の根
の人々による国際交流・協力の活動をしている団体です。日本とアジ
ア・南太平洋地域の草の根の人々との交流を通して、平和と健康を担
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う人づくりをすすめ、共に生きる社会を目指します。」（ＰＨＤホーム
ページより）
　アジアから来日した研修生が最後に行う西日本研修ツアーで、本学
を訪問し、何人かに一泊ホームステイをお願いし、チャペルでの報告
会、鎮西学院幼稚園での交流会をもったことがある。
　中村哲医師は1984年からパキスタンに派遣され、主にハンセン病患
者への治療を行った。パキスタン情勢悪化のため、アフガニスタンに
拠点を移し、荒廃した緑の田畑を取り戻すためにヒマラヤ山脈の水系

かんがい

から水を引き出す灌漑用水路建設にとりくんだ。中村医師を支援する
NPO法人「ペシャワール会」のホームページによると用水路建設「緑の
大地計画」が次のように記されている。「2000年７月からアフガニスタ
ン国内の診療所で大干ばつによる水不足を原因として、赤痢患者が急
増しました。そこで、同年８月より、医療活動の一環としてアフガニ
スタン東部一帯で水源（井戸・カレーズ）確保事業を開始し、空爆下
も休みなく続けてきました。2002年１月に、「緑の大地」計画を発表、
これまで継続してきた、医療活動・飲料水源確保はそのままペースを
落とさず、さらに灌漑用水の確保に力を尽くし、自給自足できる農村
の回復によってアフガニスタンが復興されるよう、さらに長期的かつ
大規模な事業を目指して努力しています。」。
　とりわけ中村医師に共鳴し農業の指導のために現地で働いていた伊

らち

藤和也さんが2008年拉致され殺害されたニュースは多くの人に言いよ
うのない悲しみを与えた。伊藤さんの遺志をついで事業は続けられて
いる。現地では働き人を次のように募集している。「（１）医師、看護
師、臨床検査技師、（２）土木工事経験者（コンクリート打ちなど）（３）
現地作業員管理、（４）事務・会計、（５）検査技師、（６）男性炊事担
当者（同ＨＰ）
　ウエスレヤン大学がめざす「アデルフォス」は世界で活躍するワー
カーであり、このような事業に積極的に参加する人材がでてくること
が期待される。


